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1.　はじめに
　昨今,家電のネットワーク化が進み,１つの高機能家電をサーバーし
て家中の家電を連携させ生活の利便性を高める「ホームネットワー
ク」が注目されている.ホームネットワークを利用するメリットとしては１
つのユーザーインターフェイスのみの操作で集中制御を行え, 各部
屋に設置されている家電をネットワーク接続して遠隔操作することに
より,家庭内の家電を制御でき,また自分の好みの照度,室温に設定
し自動で作動してくれる.しかし,このホームネットワークシステムで
は,1つのユーザーインターフェイスからの制御や外出先からの制御
は便利になっていくが,個人の移動に伴う照明や室温といった環境
の変化に対応できないと考えた.
　そこでスマートフォンに搭載されているセンサーで環境の変化を感
知してその情報に対して家電を制御できるようなシステムを考え,そ
のシステムを確立させるために,屋内での位置情報の取得,システム
を導入した際に消費電力が抑えられるかを検証する.
2.　提案手法
　今回の研究で重要となるのは屋内で位置情報を得ることだと考え
た.部屋によって置かれている家電,部屋を利用する目的が違うので,
制御する家電が変わってくる.そのため,利用者がどの部屋にいるの
かを識別しなければならない.もっとも簡単なのがGPS機能を用い
て位置情報を取得する手法だが,屋内だと正確なGPS機能は使え
ない可能性がある.そこで無線 LAN親機から飛ばされる電波を受信
し,その電波の強さで部屋を識別ができるのではないかと考えた.
　また,実際にこのシステムが完全に作動すれば照明,空調等の家
電の消し忘れを防ぐ事ができ,年齢とともに消し忘れが発生する可能
性が高くなるため,高齢者の住宅にシステムを導入すれば消費電力
の最適化がはかれる等などの有効性があると考える.
3.　実験方法
　【実験 1】
　提案した屋内での位置情報を得るため,無線 LANからの電波強
度によって部屋を識別する手法を確かめるため,各部屋ごとに無線
LANからの電波強度を「InSSIDer」というフリーソフトを用いて部屋
の入口付近,高さ１mの辺りで５分間測定を行った.
　【実験 2】
　提案したシステムは家電の消し忘れを防げるので,スマートフォン
でコントロールした時どのくらいの省エネになるのか検証するため,
消し忘れシュミレーターを作成した.

 　 提案手法で述べたように,年齢とともに消し忘れが発生する可能
性が高くなるため,６つの乱数を用いてシュミレーターを作動させた.
　また部屋の照明,エアコン,テレビの３つの家電を消し忘れたが発
生したときにシステムの有無により,どのくらい電力消費に差が出る
かを検証した.
4.　結果と考察
　【実験１】
　以下の図 1は実験における電波強度の測定結果の例である.

図 1,部屋 1と部屋 2の電波強度の測定結果の例
　６０ dBの強さの電波を基準にすれば２つの電波が６０ dBを下
回っていれば部屋 1、片方の電波が６０ dBを下回っていれば部屋 2
と,部屋 1か部屋 2どちらか判別可能である.これにより,人の好みに
合った照明,温度,BGM,映像などを設定するなどの利便性の向上が
可能となる.

　【実験 2】
８：００～２３：００の間を３０分単位に分け７日間のデータを取ると想
定し,１、２をランダムで発生させ,１と出たら部屋１に,２と出たら部屋２
にいると仮定し１から２,２から１になる際は廊下を通ると仮定するので
廊下にいた事を記録するのである.また,srand関数で 6つの乱数を
用いてランダムに数値を発生させ,１が出たときに消し忘れが発生し
たとする.

表１,シュミレーター実験の結果の例

　表 1は
1

334
の確率で消し忘れシュミレーターの実験行った

ものの例で, 1日分を表している.これを７日間,6つの乱数を用いて,
照明,エアコン,テレビの３つの家電を消し忘れが発生したかを検証し
た.そして,６つの乱数を用いた３つの家電の消し忘れのデータをまと
め,無駄な電力の算出を行った.
　図２は無駄な消費電力の推移である.x軸は消し忘れる確率で,y
軸は無駄な電力を示している.

図 2,無駄な消費電力について

　３つの家電を消し忘れるこなく作動すれば、老人,認知症の方など
の利用者にとっては家電の消し忘れが防げ,このシステムの目的で
ある消し忘れを防げると考える.
5.　まとめ
　提案手法で重要となる,利用者がどの部屋にいるのかを識別する
機能の実用性を確かめるため,無線 LANからの電波強度によって
部屋を識別する手法の実験を行い,部屋の識別が可能である事を示
した.
　提案したシステムは移動に伴って家電を制御できるので,家電の
消し忘れの少ない若者にとってはホームネットワークシステムの目的
である個人個人の好みの設定に家電制御できるという点が有効であ
る.また,老人や認知症の方などの利用者にとっては家電の消し忘れ
が防げ,年間で約１２％の電力消費が抑えれる事が判った.実際のア
プリとして導入できれば,若者から年配といった幅広いユーザーで利
用できると考えられる.
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